
LESSON 38
ご提示いただいた資料をもとに、出版・メディア業界の構造を「ファイブフォース
分析」の5つの要素で整理します。

1. 既存業者間の敵対関係（中〜高）

・ 市場の縮小とパイの奪い合い： 紙媒体の販売は1996年のピーク時から約47%ま
で縮小しており、限られた市場を巡る競争構造になっています。

・ 大手による寡占と領域ごとの差異： 大手総合出版社5〜6社が市場シェアを寡占
していますが、専門・ニッチ分野に特化した中小出版社とは直接的な競合が限
定的です。また、事業領域によって競争の激しさに対する認識にばらつきがあ
ります。

・ 競争要因の変化： 人気著者の囲い込みが競争の焦点となっているほか、電子書
籍プラットフォームの手数料構造が新たな競争要因として浮上しています。

2. 新規参入の脅威（紙：低 / 電子：高）

・ 紙媒体の高い参入障壁： 取次や書店との流通網の構築、著者・編集者ネットワー
クの蓄積（数年〜10年単位）、ブランド認知や読者との信頼関係の形成に多大
なコストと時間がかかるため、障壁は高くなっています。

・ 電子領域の低い参入障壁： 電子書籍プラットフォームの普及により、個人や小
規模出版の参入が容易になっています。

・ 異業種からの参入： 動画やゲーム企業など、他のコンテンツ業界からの参入も
発生しています。

3. 代替品の脅威（高）

・ 情報・娯楽手段の多様化： 動画配信サービス、ポッドキャスト、ウェブメディ
ア、SNSなど、書籍・雑誌以外の手段が増加しています。

・ 活字離れと無料コンテンツの圧迫： 若年層の活字離れや動画優先傾向により、
特に雑誌ジャンルへの影響が深刻です。また、ウェブ上の無料情報が実用書や
情報系書籍を圧迫しています。

・ ※書籍自体にはまだ代替しきれない価値があるという見方もあります。



4. 売り手（供給業者）の交渉力（著者・印刷：高 / 編プロ：低）

・ 著者の交渉力強化： 有名著者やベストセラー作家は複数社からオファーを受け
るため交渉力が非常に高く、エージェント制の普及がそれに拍車をかけていま
す。

・ 印刷・用紙コストの上昇圧力： パルプや用紙価格は国際市場の影響を受けやす
く、毎年2〜5%の値上げが続くなど、印刷会社からのコスト上昇圧力が続いて
います。

・ 編集プロダクション： 中小規模の事業者が多いため、出版社側の交渉力の方が
強い状態です。

5. 買い手（顧客・流通プラットフォーム）の交渉力（高）

・ 取次・書店の流通構造： 業界標準である返本制度の慣行により、書店側の在庫
リスクが出版社に転嫁される構造が続いています。

・ 電子書籍プラットフォームの台頭： プラットフォーム側が手数料率の設定権を
握っており、出版社に対する圧力・交渉力が高まっています。

・ 読者の選択肢拡大： 個人読者に価格交渉力はないものの、購買行動の多様化で
選択肢が広がっています。また、図書館や企業などの法人顧客は大量購入時に
掛率交渉の力を持っています。

なお、資料作成者の三浦氏も言及している通り、この分析には「電子書籍の定義に
よる市場規模のブレ」や「部門間での認識のズレ」「定量的データの不足（著者の
エージェント制の普及率や、異業種参入の具体例など）」といった不確実性が含ま
れています。

現在の整理を踏まえて、この資料の「自社への示唆」や「今後の戦略（直販チャネ
ルの検討や著者関係の強化など）」の部分をさらに深掘りしてまとめることは可能
ですが、いかがでしょうか？


